
Ⅰ　教育委員会と教育予算





１．教育委員会
　

（１）　教育委員会のしくみ

　教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、教育に関する事

務を処理するために、地方公共団体の長から独立して設置された合議制の執行機関です。

　立川市教育委員会は市長が市議会の同意を得て任命した５人の委員で組織されており、委員の

任期は４年。委員長は委員の中から選挙によって選ばれ、会議を主宰し委員会を代表します。ま

た、委員会の権限に属するすべての事務を管理執行するために、委員の中から教育長を選出し、

任命します。

　教育委員会の会議は定例会と臨時会があり、定例会は原則として毎月第２・第４木曜日に、臨

時会は必要に応じて開催されます。

（２）　教育委員
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中村委員長 田中委員（委員長職務代理者）

宮田委員 澤教育長古岡委員

（平成２２年１０月３１日現在）

任　　　期住　　　所氏　　　名職　　　名

自　１９. １２. ２５
至　２３. １２. ２４

八王子市石川町 中 　 村 　 祐 　 治 
なか むら ゆう じ

委　員　長

自　２０. １２. ２４
至　２４. １２. ２３

立川市砂川町 田 　 中 　 健 　 一 
た なか けん いち委　員　長

職務代理者

自　１９. １２. ２５
至　２３. １２. ２４

立川市高松町 宮 　 田 　 由 　 香 
みや た ゆ か

委　　　員

自　２０. １２. ２４
至　２４. １２. ２３

国立市東 古 　 岡 　 邦 　 人 
ふる おか くに と

委　　　員

自　２０. １１. ２１
至　２４. １１. ２０

あきる野市山田 澤 　　　 利 　 夫 
さわ とし お

教　育　長

（任期は委員任期）



（３）　歴代教育委員および委員長・教育長
　

　立川市教育委員会の教育委員については、旧教育委員会法の規定に基づき、昭和２５年１１月１０日

に、また、旧砂川町教育委員会の教育委員については、昭和２５年１０月５日にそれぞれ第１回の選

挙を行い、公選制の委員を選出。その後、昭和３１年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」の施行によって、昭和３１年１０月１日から、市長、町長の任命制の委員となりました。昭和３８

年５月１日の立川市・砂川町の合併により、旧砂川町委員は、砂川地区教育行政諮問委員（４名）

として、昭和４０年３月まで存置され、昭和３８年６月２５日、１名の委員が任期満了となったので、

この機会に砂川地区から委員を選出して、現在に至っています。
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①歴代教育委員

ア　立川市教育委員

在　職　期　間氏　　名在　職　期　間氏　　名
S４２. ６. ２６～S４６. ６. ２５荒 井 久 義S２５. １２. １～S３１. ９. ３０鈴 木 貞 治
S４６. ６. ２６～S５０. ６. ２５S２５. １２. １～S３１. ９. ３０村 瀬 正 成
S３９. ３. ２６～S４３. ３. ２５天 谷 貞 三S３２. １０. ３～S３６. １０. ２
S４３. ３. ２９～S４７. ３. ２８S３６. １０. ３～S４０. １０. ２
S４５. ９. ３０～S４９. ９. ２９榎 戸 辰 二S４１. ９. ２８～S４５. ９. ２７
S４５. ９. ３０～S４７. ５. １植 田 栄 一S２５. １２. １～S３１. ９. ３０野 田 芳 作
S５０. １１. ５～S５１. ５. １S３１. １０. １～S３２. １０. １
S５１. ５. ２～S５５. ５. １S２５. １２. １～S２７. １１. ３０関　 球 子
S４７. ５. ２～S５０. ６. ４砂 川 昌 平S２５. １２. １～S２６. ５. ２４闍 島 豊 作
S４７. １２. １８～S５１. １２. １７五十嵐　栄　治S２６. ５. ２５～S２７. ６. ２２平　 三 郎
S５１. １２. ２３～S５５. １２. ２２S２７. ６. ２３～S２８. ６. １０馬 場　 操
S５５. １２. ２３～S５９. １２. ２２S２７. １２. １～S３１. ９. ３０青 木 千 尋
S５９. １２. ２４～S６２. ５. ２６S２８. ６. １１～S２９. ６. ３大　路　権次郎
S５０. ６. ２６～S５４. ６. ２５望 月 イ トS２９. ６. ４～S３０. ４. ３０浜 田 禎 三
S５４. ７. ９～S５８. ７. ８S３０. ５. １３～S３１. ９. ３０早稲田　英　章
S５０. ６. ２６～S５４. ６. ２５宮 崎　 糺S３１. １０. １～S３２. １０. ２木 村 政 長
S５４. ７. ９～S５８. ７. ８S３１. １０. １～S３２. １０. ２中 村 富 雄
S５１. １２. ２３～S５５. １２. ２２櫻 井　 喬S３１. １０. １～S３２. ７. ２５西 田　 稔
S５５. １２. ２３～S５９. １２. ２２S３１. １０. １～S３５. ９. ３０青 木 義 雄
S５５. ９. ６～S５９. ９. ５比留間　　　明S３５. １０. １～S３９. ９. ３０
S５９. ９. ７～S６３. ９. ６S３９. １０. １０～S４３. １０. ９
S５８. １０. ８～S６１. ７. ３１小牧　久礼三郎S４３. １０. １０～S４５. ９. １０
S５８. １０. ８～S６２. １０. ７清 水 一 郎S３２. １０. ３～S３５. １０. ２山　口　福太郎
S６２. １０. １４～H ３. １０. １３S３２. １０. ３～S３４. １０. ２三 科 浩 三
H ３. １０. １４～H ７. １０. １３S３２. １０. ３～S３３. １０. ２武 田 一 郎
S５９. １２. ２４～S６３. １２. ２３笠 井 照 保S３３. １０. ３～S３７. １０. ２及　川　啓次郎
S６３. １２. ２４～H ４. １２. ２３S３４. １２. ２２～S３８. １２. ２１鈴 木 辰 三
H ４. １２. ２４～H ８. １２. ２３S３５. １０. ２４～S３６. １２. ４守 重　 芳
H ８. １２. ２４～H１２. １２. ２３S３７. ９. ２８～S３９. １０. ２３塚 田　 清
S６１. １０. ６～S６２. １０.  ７濱 野 成 生S３９. １０. ２４～S４３. １０. ２３
S６２. １０. １４～H ３. ３. ３１S４３. １０. ２４～S４７. １０. ２３
S６２. １１. １４～S６３. １２. ２３志 村 順 子S４７. １２. １８～S５１. １２. １７
S６3. １2. 2４～H 4. １２. ２３S３８. ６. ２６～S４２. ６. ２５荒 井 久 義
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在　職　期　間氏　　名在　職　期　間氏　　名
H１２. ４. １～H１２. １１. ２０大 澤 祥 一H ４. １２. ２４～H ８. １２. ２３志 村 順 子
H１２. １１. ２１～H１６. １１. ２０H ８. １２. ２４～H１２. １２. ２３
H１６. １１. ２１～H２０. ６. ２５H１２. １２. ２４～H１６. １２. ２３
H１２. １２. ２４～H１４. ３. １４森 谷 健 之S６３. １１. ２１～H ３. １２. ６中 島　 寛
H１４. ５. ２８～H１６. １２. ２３村 田 有 弘H ３. ６. ２７～H ３. １０. １３今 井　 弘
H１５. １２. １８～H１９. １２. １７小 林 章 子H ３. １０. １４～H ７. １０. １３
H１６. １２. ２４～H２０. １２. ２３古 木 光 義H ７. １０. １４～H１１. １０. １３
H１６. １２. ２４～H２０. １２. ２３牧 野 征 夫H１１. １０. １４～H１５. １０. １３
 H１９. １２. ２５～　  　　　中 村 祐 治H ３. １２. ２６～H ４. １１. ２０小 山 祐 三
 H１９. １２. ２５～　  　　　宮 田 由 香H ４. １１. ２１～H ８. １１. ２０
H２０. ６. ２６～H２０. １１. ２０澤　 利 夫H ８. １１. ２１～H１２. ３. ３１
 H２０. １１. ２１～　  　　　H ７. １２. ７～H１１. １２. ６中 野 隆 右
 H２０. １２. ２４～　  　　　田 中 健 一H１１. １２. ２２～H１５. １２. ２１藤 本　 靖
 H２０. １２. ２４～　  　　　古 岡 邦 人H１５. １２. ２２～H１９. １２. ２１

イ　旧砂川町教育委員

在　職　期　間氏　　名在　職　期　間氏　　名
S３１. １０. １～S３３. ９. ３０松 本 一 晴S２７. １０. ６～S３０. ４. ２０宮崎　伝左ヱ門
S３１. １０. １～S３２. ９. ３０鈴 木　 勇S２７. １０. ６～S３１. ９. ３０宮 野 卯 一
S３２. １０. １～S３６. ９. ３０島　田　平四郎S２７. １０. ６～S３１. ９. ３０園 部 半 三
S３６. １０. １～S３７. ３. ３１S２７. １０. ６～S３１. ９. ３０天 城 仁 朗
S３３. １. ２９～S３５. ９. ３０中 丸 長 蔵S２７. １０. ２３～S２８. １０. ３１荒 井 義 美
S３３. １０. １～S３７. ３. ３１小谷野　甲　子S２８. １１. １～S３０. ４. ３０内 野 茂 雄
S３５. １２. ２１～S３８.   ３     砂 川 昌 平S３０. ５. １２～S３１. ９. ３０宿　谷　孫四郎
S３５. １２. ２１～S３８. ４. ３０大 道 祖 来S３１. １０. １～S３２. １１. ５小 林 英 嗣
S３７. ４. ３０～S３７. ９. ３０吉 沢　 浩S３１. １０. １～S３５. ９. ３０網 代　 孝
S３７. １０. １～S３８. ４. ３０S３１. １０. １～S３４. ９. ３０砂 川 ち よ
S３７. ４. ３０～S３８. ４. ３０須 崎 志 摩S３４. １１. ２４～S３８. ４. ３０

ウ　立川市砂川地区教育行政諮問委員

在　職　期　間氏　　名在　職　期　間氏　　名
S３８. ５. １～S４０. ３. ３１須 崎 志 摩S３８. ５. １～S４０. ３. ３１砂 川 ち よ
S３８. ５. １～S４０. ３. ３１大 道 祖 来S３８. ５. １～S４０. ３. ３１吉 沢　 浩

②　歴代教育委員長

在　職　期　間氏　　名
S２５. １２. １～S２８. ６. １７鈴 木 貞 治
S２８. ６. １８～S３２. １０. １野 田 芳 作
S３２. １０. ３～S４０. １０. ２村 瀬 正 成
S４０. １１. ２６～S４１. １１. ２５塚 田　 清
S４１. １１. ２６～S４２. １１. ２５天 谷 貞 三
S４２. １１. ２６～S４７. ６. ２９荒 井 久 義
S４７. ６. ３０～S４９. ９. ２９榎 戸 辰 二
S４９. １２. ６～S６０. １２. ２６五十嵐　栄　治
S６０. １２. ２７～H ７. １０. １３清 水 一 朗
H ７. １０. ２６～H ９. １２. ２３笠 井 照 保
H ９. １２. ２４～H１２. １２. ２３志 村 順 子
H１２. １２. ２５～H１６. １２. ２３
H１６. １２. ２４～H１９. １２. ２１藤 本　 靖
H１９. １２. ２５～H２０. １２. ２３古 木 光 義
H２０. １２. ２４～　  　　　中 村 祐 治

③　歴代教育長

在　職　期　間氏　　名
S２５. １２. １～S３０. ４. ２６石 川　 積
S３０. ４. ３０～S４５. ９. １０青 木 義 雄
S４５. ９. ３０～S４７. ５. １植 田 栄 一
S５０. １１. ５～S５５. ５. １
S４７. ５. ２～S５０. ６. ４砂 川 昌 平
S５５. ９. ６～S６３. ９. ６比留間　　　明
S６３. １１. ２１～H ３. １２. ６中 島　 寛
H ３. １２. ２６～H１２. ３. ３１小 山 祐 三
H１２. ４. １～H２０. ６. ２５大 澤 祥 一
H２０.   ６. ２６～　  　　　澤　 利 夫
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（４）　教育委員会年表

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・立川第一尋常小学校（現二小）が開

校

・立川青年学校が設立される

・立川第二尋常小学校（現三小）が開

校

・立川第三尋常小学校（現四小）、立川

第四尋常小学校（現五小）が開校

・立川尋常高等小学校を立川国民学校

（現一小）、立川第一尋常小学校を立

川第一国民学校（現二小）、立川第二

尋常小学校を立川第二国民学校（現

三小）、立川第三尋常小学校を立川

第三国民学校（現四小）、立川第四尋

常小学校を立川第四国民学校（現五

小）に改称

・砂川尋常高等小学校を砂川国民学校

（現八小）、西砂川尋常高等小学校を

西砂川国民学校（現九小）に改称

・全市学童疎開始まる

・立川国民学校を柴崎国民学校（現一

小）、立川第一国民学校を曙国民学

校（現二小）、立川第二国民学校を錦

国民学校（現三小）、立川第三国民学

校を富士見国民学校（現四小）立川

第四国民学校を高松国民学校（現五

小）に改称

・小学校で学校給食を開始

・立川第一中学校が都立第二中学校内

に立川第二中学校が曙小学校内に開

校

・柴崎国民学校を柴崎小学校（現一

小）、曙国民学校を曙小学校（現二小）、

昭和 4． 9．

10． 4．

12． 1．

15．11．

16． 4．

19． 4．

21． 1．

22． 4．

・普済寺に郷学校（現一小）が開設さ

れる

・砂川８番組に共同学舎（現八小）が

創立される

・流泉寺境内に西砂川小学校（現九小）

が開設される

・砂川５番組の私有地に私塾が開かれる

・郷学校が�頴学舎（現一小）に改称

・砂川５番組の私塾が中砂川小学校と

なる

・共同学舎は砂川９番組に校舎を新築

し移転し東砂川小学校となる

・�頴学舎が柴崎学校（現一小）に改

称、普済寺から移転

・柴崎村が立川村に改称したことによ

り、柴崎学校が立川学校（現一小）

に改称

・中里新田の林泉寺に西砂川学校の分

校（現西砂小の前身）が開設される

・立川学校が高等科を併置し、立川尋

常高等小学校（現一小）に改称

・西砂川小学校を西砂川尋常小学校

（現九小）に改称

・立川尋常高等小学校が高等科を廃し、

立川尋常小学校（現一小）に改称

・立川尋常小学校が再び高等科を併置

し、立川尋常高等小学校（現一小）

に改称

・中砂川学校と東砂川学校が合併し、

砂川尋常小学校（現八小）となる

・砂川尋常小学校を砂川尋常高等小学

校（現八小）に、西砂川尋常小学校

を西砂川尋常高等小学校（現九小）

に改称

・立川実業補修学校（後の立川青年学

校）が設立認可される

・立川尋常高等小学校が現在の一小の

地に校舎を新築し、移転

・立川氏館跡が都の史跡に指定される

・立川村教育会が発足

明治 3． 3．

5． 5．

5． 6．

8．

7．　　

7． 2．

8． 3．

14． 4．

15．　　

20． 4．

23．10．

25． 3．

28． 4．

33． 7．

9．

42． 2．

大正 3．10．

8．10．

11． 3．

第三小学校（昭和１２年）



－15－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・立川第三中学校の新校舎が現在の七

小の地に完成し、移転

・立川第三中学校に夜間部を併設

・小学校の臨海学校（秋谷海岸）始まる

・柴崎小学校を第一小学校、曙小学校

を第二小学校、錦小学校を第三小学

校、富士見小学校を第四小学校、高

松小学校を第五小学校、羽衣小学校

を第六小学校に改称

・中学校の林間学校（山中湖）始まる

・普済寺「六面石幢」が国宝に指定さ

れる

・小学校特殊学級が初めて一小内に設

置される

・立川公園野球場を開設

・「普済寺釈迦牟尼坐像」「普済寺保存

の板碑群」「八幡神社本地仏像」「満

願寺聯」「柴崎分水訴願状」を市指定

有形文化財に、「大和田遺跡」「八幡

神社本殿跡」「満願寺跡」「柴崎分水」

を市指定史跡に、「八幡神社大ケヤ

キ」を市指定天然記念物に指定

・市長の任命による教育委員会が発足

・北多摩高校を都へ移管

・各小学校の防音改築工事始まる

・立川第三中学校が羽衣町に移転、中

学の特殊学級も開設される

・第七小学校が三中あとに開校

・教育研究室を市役所内に開設

・第四小学校に北多摩地区科学セン

ターが設置される

・砂川町公民館が開館

・臨海学校が岩井海岸へ移る

・立川公園陸上競技場を開設

・立川市と砂川町の合併により、砂川

町立砂川中学校を立川市立砂川中学

校（現四中）、砂川町立砂川小学校を

立川市立砂川第一小学校（現八小）、

砂川町立西砂川小学校を立川市立砂

川第二小学校（現九小）に改称

昭和26． 6．

27． 5．

8．

28． 4．

7．

11．

29． 4．

30． 3．

31．10．

32． 3．

33． 1．

3．

34． 4．

7．

10．

38． 5．

　錦国民学校を錦小学校（現三小）、富

士見国民学校を富士見小学校（現四

小）、高松国民学校を高松小学校（現

五小）に改称

・砂川国民学校を砂川小学校（現八

小）、西砂川国民学校を西砂川小学

校（現九小）に改称

・砂川中学校（現四中）が西砂川小学

校内に開校、砂川小学校内に分校を

を置く

・市民憩いの家（公民館の前身）が開

設される

・市立新制高校（定時制・現北多摩高

校）が柴崎小学校内に開校。２４年に

一中内に移り、２６年に全日制となり

立川短大内に移る

・各学校にＰＴＡ発足

・砂川中学校が砂川５番に校舎を新築

移転、分校も松中地区に新築

・市民憩いの家は、市に移管され、立

川市公民館に改称

・立川第一中学校が柴崎町に、立川第

二中学校が曙町に校舎を新築移転

・第１回全国地方都市教育長並びに教

育課長会議が立川市で開かれる

・羽衣小学校（現六小）が開校

・教育委員会設置、初の教育委員選挙

を執行（定数４人に８人が立候補）

・市教育委員会が発足、第１回委員会

を開会し、鈴木貞治を委員長に推薦

・小学校で完全給食を実施

・立川第三中学校が至誠学舎内に開校

昭和22． 4．

11．

23． 4．

6．

24． 3．

10．

25． 4．

11．

12．

26． 2．

4．

立川市公民館（昭和３０年頃）



－16－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・けやき台小学校が開校

・西砂小学校が九小分校より独立開校

・「獅子舞」を市無形民俗文化財に指定

・南富士見小学校が開校

・見影橋公園（野球場兼陸上競技場）

を開設

・移動図書館「大空号」が巡回開始

・教育相談室が第三小学校内に移転

・第一学校給食共同調理場が完成し、

小学校５校（九小・十小・けやき台

小・西砂小・南富士見小）でセン

ター方式の学校給食始まる

・岩井臨海施設の廃止決める

・第一小学校、創立１００周年記念式典を

挙行

・南砂小学校が開校

・「諏訪神社本殿附棟札」「旧八幡神社

本殿附棟札」「阿豆佐味天神社本殿附

棟札」「公私日記」「勝坂式土器」を

市指定有形文化財に指定

・立川市公民館改築、図書室を設置

・幸小学校、若葉小学校、松中小学校

が開校

・心身障害児指導室が福祉会館に開設

される

・大和田遺跡の発掘調査始まる（第３次）

・公民館砂川分館を幸分館に改称

・大山小学校が開校

・公民館本館を中央公民館に改称

・多摩川緑地野球場を開設

・砂川公民館が新築開館、図書室を設置

・見影橋公園水泳場を開設

・立川第六中学校が開校

・生活指導相談員制度が発足、三小に

相談室を設置

・山梨県清里高原にハイキングコース

を設定

・第二学校給食共同調理場を開設

・「柴崎村野帳附柴崎村絵図」「立川村

十二景」を市指定有形文化財に指定

昭和41． 9．

42． 4．

9．

12．

43． 6．

7．

9．

44． 1．

12．

45． 3．

4．

11．

46． 2．

4．

6．

8．

10．

47．4．

48． 3．

4．

6．

7．

49． 7．

50． 5．

7．

9．

51． 3．

・砂川町公民館を立川市公民館砂川分

館に改称

・「諏訪神社獅子頭及び太鼓胴」を市指

定有形文化財に指定

・練成館を開設

・砂川中学校を砂川第一中学校（現四

中）に改称

・砂川中学校の分校は廃止され、砂川

町に砂川第二中学校（現五中）が独

立開校

・砂川第一小学校に分校（後の十小）

を設置

・立川公園水泳場を開設

・「砂川分水・柴崎分水取水口」「蚕影

神社跡」「巴河岸跡」「残堀川旧水路

跡」を市指定史跡に指定

・全中学校でミルク給食始まる

・砂川第一小学校を第八小学校、砂川

第二小学校を第九小学校、砂川第一

小学校分校を第十小学校、砂川第一

中学校を立川第四中学校、砂川第二

中学校を立川第五中学校に改称

・第十小学校が第八小学校内に開校

・立川第四中学校が校舎を新築移転、

あとに第十小学校が移る

・八ヶ岳山荘（旧第一山荘）を開設、

同時に山荘を利用した中学生の林間

学校を始める

・「銅鉦鼓」が都有形文化財に指定さ

れる

・市青少年問題協議会が「家庭の日」

（毎月第２日曜日）を設ける

昭和38． 5．

38． 6．

39． 4．

7．

8．

12．

40． 4．

5．

7．

11．

41． 4．

八ヶ岳第一山荘（取壊済）での林間学校



－17－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・第５回立川マラソンを開催。ハーフ

マラソンが日本陸連の公認となる

・泉町野球場を開設

・若葉会館が開館

・若葉図書館が開館

・教育委員会事務局が民間ビル（中村

ＬＫビル）に移転

・こぶし会館が開館

・幸図書館が開館

・一番町少年野球場を開設

・羽衣中央会館が開館

・泉町庭球場・ゲートボール場を開設

・大町市で初めてのふるさと体験交流

を実施

・外国人英語指導制度を導入

・全図書館にブックポストを設置

・中学校情緒障害（登校拒否）生徒受

入学級を開設

・天王橋会館が開館

・公民館４館にパソコンルームを開設

・「小林家住宅」を市指定有形文化財に

指定

・幸公民館が開館

・柴崎会館が開館

・「砂川十番組大のぼり」を市指定有形

文化財に指定

・八ヶ岳山荘本館・体育館等を開設

・歴史民俗資料館、体験学習室等を増

築

・小学校の八ヶ岳自然教室を始める

・生涯学習推進計画を策定

・学校週５日制がスタート

・市民体育館を泉市民体育館に改称

・多摩川図書館屋外閲覧所を開設

・柴崎市民体育館を開館

・教育委員会事務局が民間ビル（錦町

秀栄ビル）に移転

・さかえ会館が開館

・社会教育関係団体登録制度スタート

・川越道緑地古民家園が開園

昭和61． 3．

4．

5．

11．

62． 5．

7．

8．

63． 6．

7．

8．

12．

平成元． 4．

6．

10．

12．

2． 6．

7．

3． 3．

7．

4． 5．

8．

9．

10．

5． 2．

5．

6．

9．

10．

・立川第二中学校で初の校庭スポーツ

開放を開始

・柏小学校が開校

・初の五月祭を中央公民館で開催

・立川第七中学校、立川第八中学校、

多摩川小学校が開校

・立川市図書館設置。公民館図書室

（柴崎・砂川・幸）と移動図書館を

図書館へ移管

・西砂図書館が開館

・西砂公民館が開館

・多摩川図書館が開館

・立川第九中学校が開校

・中里野球場を開設

・第九小学校が創立１００周年記念式典

を挙行

・市民体育館が開館

・高松公民館が開館

・西砂庭球場を開設

・高松図書館が開館

・市教育委員会発足３０周年で記念講演

会開く

・第１回心身障害者スポーツ大会を開

催

・第１回立川マラソンを開催

・「多摩川魚撈具」を市指定有形民俗文

化財に指定

・練成館に相撲場を開設

・上砂川小学校が開校

・滝ノ上会館が開館

・こんぴら橋会館が開館

・緑町運動広場を開設

・高松会館が開館

・教育相談室が錦地域センター内に移

転

・錦公民館が開館

・八ヶ岳第二山荘（現在の宿泊棟）を開設

・第１回中学校総合体育大会を開催

・歴史民俗資料館が開館

・錦図書館が開館

昭和51． 7．

52． 2．

5．

53． 4．

7．

54． 1．

4．

11．

55． 3．

4．

6．

12．

56． 9．

57． 3．

57． 7．

58． 1．

4．

5．

7．

59． 4．

5．

60． 7．

8．

12．



－18－

事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
・開かれた教科書採択、市民参加で実

施

・学校規模適正化地域協議会設置

・我が国初の狂牛病（ＢＳＥ）感染牛

が発見され、牛肉・牛加工品の学校

給食使用自粛

・「立川氏文書」を市指定有形文化財

に指定

・池田小学校児童殺傷事件に伴い、安

全対策として全校に監視カメラ設置

・学校週５日制完全実施

・中学校給食全校で実施

・小・中学校全校の校舎、体育館の耐

震診断が終了

・小学校１校、中学校４校で二学期制

を導入

・学校指定変更の条件緩和

・教育情報紙「たっち」創刊

・「玉川上水」が指定史跡に指定される

・教育委員会委員に保護者委員の公募

を実施

・「旧梅田診療所」が国登録有形文化

財に登録される

・南富士見小学校、多摩川小学校を廃

し、新生小学校を開校

・小学校３年生以上の全学級で算数の

少人数指導を実施

・小学校１年生３１人以上の学級に学校

生活協力員を派遣

・立川教育フォーラムを開催

・中学校の全校で二学期制を導入

・中学校の全学級で数学の少人数指導

を実施

・学校教育サポートセンター準備室を

開設

・適応指導教室「たまがわ」を開設

・昭島市と共催で「第２５回立川・昭島

マラソン」を開催

・第七小学校に言語障害学級「ことば

の教室」を開設

平成13． 7．

9．

14． 3．

4．

15． 1．

4．

6．

8．

12．

3．

16． 4．

17． 1．

4．

9．

18． 3．

4．

・中里多目的運動広場を開設

・図書館５館に蔵書検索端末機を設置

・諏訪神社の本殿等が全焼

・中央図書館が開館

・西砂会館が開館

・学校週５日制、月２回実地

・普済寺が全焼

・いじめ相談カードを配布

・体育施設電話予約システムスタート

・「普済寺釈迦牟尼坐像」焼失のため

指定解除

・立川公園新堤防運動広場を開設

・中学校給食の試行を開始

・移動図書館廃止

・「諏訪神社本殿附棟札」「八幡神社本

殿附棟札」焼失のため指定解除

・立川市公民館が開設５０周年迎える

・砂川中央地区北野球場・多目的運動

広場を開設

・ＣＡＴＶ双方向通信実験を開始

・立川市立学校適正規模等審議会答申

・教育委員会事務局組織の改正（２部

制の廃止）

・適応指導教室を開設

・中央公民館全国優良公民館表彰受賞

・砂川中央地区支所前庭球場・多目的

運動広場・ゲートボール場を開設

・歴史民俗資料館常設展示室模様替え

・緑町運動広場を廃止

・砂川中央地区支所東野球場・ゲート

ボール場を開設

・インターネットを全校に導入

・上砂図書館、上砂会館が開館

・中学校給食本格実施

・「中野家住宅」が国登録有形文化財

に登録される

・立川市立学校規模適正化実施方針を

策定

・第八小学校、創立１００周年記念式典を

挙行

平成 5．10．

6． 2．

7． 1．

2．

8． 7．

9． 2．

3．

6．

10．

11．

10． 2．

3．

4．

6．

11．

11． 3．

4．

9．

12． 4．

11．

13． 2．
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事　　　　　項年　月事　　　　　項年　月
　導入

・教育委員会が市役所新庁舎（泉町）

へ移転

・「教育センター」を開設

・幸・錦図書館へ指定管理者制度を試

行導入

・地域学習館運営協議会発足

5．

6．

・松中小学校に情緒障害学級「はらっ

ぱ学級」を開設

・錦町庭球場・フットサル場を開設

・見影橋公園水泳場を廃止

・学習等供用施設に指定管理者制度導

入

・学校教育サポートセンターを開設

・特別支援教育ヘルプデスクを開設

・特別支援教育の実施

・公民館を廃止、新たに地域学習館と

して開設

・「たちかわ市民交流大学」を開講

・特別支援教育報告会を開設

・文部科学省「人権教育総合推進地域

事業」の地域指定

・「スクールインターンシップ」の導入

・「就学支援シート」の実施

・見影橋公園ミニ・スポーツ施設を開

設

・全小中学校に特別支援教育支援員を

配置

・小学校全校に学校図書館支援指導員

を配置

・新生小学校の運動場を芝生化

・人権教育推進イベントを開催

・立川市教育委員会の点検・評価を実

施

・「たちかわ中央公園スケートパーク」

を開設

・地域学習館運営協議会準備会発足

・中学校部活動選択による指定校変更

制度開始

・八ヶ岳山荘に指定管理者制度導入

・「旧石井家住宅主屋・長屋門・土蔵」

を市指定有形文化財に指定。木造大

日如来坐像が重要文化財に指定され

る

・国の補助金等を活用し、全校に地上

デジタル放送対応テレビ設置

・柴崎市民体育館へ指定管理者制度を

平成18． 4．

10．

19． 4．

10．

20． 3．

4．

5．

7．

10．

12．

21． 3．

4．

7．

22． 3．

4．
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（５）　平成２１年度教育委員会審議状況

結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

可決議案第１１号　立川市教育委員会表彰について（１）議案第７回定例会
４月９日（木）

可決議案第１２号　専決処分について（立川市教育委員会就学
援助規則の一部を改正する規則）（２）

立川市職員の人事異動について（１）報告

平成２１年度予算案の概要及び施策の概要について（２）

平成２０年度立川市教育委員会事業後援について（３）

可決議案第１３号　立川市教育委員会職員職名規程の一部を
改正する規程について（１）議案第８回定例会

４月２３日（木）

可決議案第１４号　立川市学校給食運営審議会委員の任命に
ついて（２）

市立学校の学級数・児童生徒数等について（１）報告

平成２１年度指導課の方策について（２）

学校給食費の改定について（答申）（１）協議第９回定例会
５月１４日（木）

第３次基本計画について（２）

学校教育振興基本計画（仮称）について（３）

教育センター構想について（４）

新型インフルエンザについて（１）報告

新型インフルエンザ対策について（１）報告第１回臨時会
５月１８日（月）

可決議案第１５号　学校給食費の改定について（１）議案第１０回定例会
５月２８日（木）

可決議案第１６号　立川市社会教育委員の辞職の承認及び委
嘱について（２）

立川市市民体育館条例の改正（案）について（１）協議

図書館の臨時休館について（２）

第４次生涯学習推進計画について（３）

第３次スポーツ振興計画について（４）

家庭の教育力の向上について（５）

新型インフルエンザについて（１）報告
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

平成２１年度立川市立小・中学校学校経営計画について（２）

平成２１年度教科用図書採択の進め方について（３）

「市民体育館の見直し方針」に係るパブリックコメント
等の報告について（４）

立川市スポーツ振興審議会からの答申について（５）

小・中学校読書アンケートの結果について（６）

可決議案第１７号　立川市立中学校使用教科用図書採択の基
本方針について（１）議案第１１回定例会

６月１２日（金）
立川市指定有形文化財の指定について（諮問）（１）協議

図書館の見直し方針について（１）報告

新型インフルエンザについて（２）

教師の多忙化問題について（１）協議第１２回定例会
６月２５日（木）

平成２１年第２回立川市議会定例会報告について（１）報告

新型インフルエンザについて（２）

立川市学校給食運営審議会委員の市民公募について（３）

可決議案第１８号　立川市スポーツ振興審議会委員の任命に
ついて　（１）議案第１３回定例会

７月９日（木）
砂川学習館の臨時休館について（１）協議

健康・体力向上について（２）

夏季休業中及び夏季休業前後の生活指導について（１）報告

「第２回情報モラル教育推進イベント」について（２）

平成２０年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」
結果について（３）

立川市文化財保護審議会からの答申について（４）

可決議案第１９号　立川市文化財の指定について（１）議案第１４回定例会
７月２３日（木）

新学校給食共同調理場の整備について（１）報告

可決議案第２０号　平成２２年度使用立川市立小学校教科用図
書の採択について（１）議案第１５回定例会

８月１３日（木）
平成２２年度使用立川市立中学校教科用図書の採択にか
かる調査・研究等について（１）協議

新図書館行政基本計画（仮称）について（２）



－22－

結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

第２次子ども読書活動推進計画について（３）

小・中一貫（連携）教育のあり方について（４）

二学期制について（５）

確かな学力の向上について（６）

環境教育のあり方について（７）

中学校給食管理システムの更新について（１）報告

柴崎市民体育館指定管理者公募等の報告について（２）

立川公園野球場基本調査設計の報告について（３）

第１６期立川市図書館協議会の図書館長への答申につい
て（４）

立川市図書館来館者利用アンケート調査の結果につい
て（５）

可決議案第２１号　平成２２年度使用立川市立中学校教科用図
書の採択について（１）議案第１６回定例会

８月２７日（木）
可決議案第２２号　平成２２年度使用立川市立小中学校特別支

援学級教科用図書の採択について（２）

立川市図書館条例の改正（案）について（１）協議

人事構想（学校）について（２）

新型インフルエンザへの対応について（１）報告

図書館指定管理者制度導入２地区館の選定について（１）協議第１７回定例会
９月１０日（木）

教育委員会施策点検・評価ついてに（２）

平成２２年度立川市予算編成方針及び平成２０年度決算の
概要について（１）報告

新型インフルエンザへの対応について（２）

ICT教育環境整備について（１）協議第１８回定例会
９月２４日（木）

新型インフルエンザへの対応について（１）報告

文部科学省「平成２１年度全国学力・学習状況調査」及び
東京都教育委員会「平成２０年度児童・生徒の学力向上を
図るための調査」結果等について

（２）

平成２０年度における児童・生徒の問題行動等の実態につ
いて（３）

スポーツゲームズ in 立川＆東京ヴェルディについて（４）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

可決議案第２３号　立川市教育委員会表彰について（１）議案第１９回定例会
１０月８日（木）

教育委員会施策点検・評価について（１）協議

新学校給食共同調理場整備計画について（２）

学校支援体制について（３）

平成２１年第３回立川市議会定例会報告について（１）報告

新型インフルエンザへの対応について（２）

立川市生涯学習推進審議会からの答申について（３）

立川市柴崎市民体育館指定管理者応募状況について（４）

可決議案第２４号　立川市教育委員会表彰について（追加）（１）議案第２０回定例会
１０月２２日（木）

可決議案第２５号　立川市学校給食運営審議会委員の任命に
ついて（２）

可決議案第２６号　立川市文化財保護審議会委員の任命につ
いて（３）

教育委員会施策点検・評価について（１）協議

図書館の臨時休館について（２）

新型インフルエンザへの対応について（１）報告

平成２１年度立川市教育委員会事業後援について（２）

可決議案２７号　立川市柴崎市民体育館指定管理者選定につ
いて（１）議案第２１回定例会

１１月１２日（木）
平成２２年度予算案について（１）協議

新型インフルエンザへの対応について（１）報告

新学校給食共同調理場整備運営事業について（１）協議第２２回定例会
１１月２６日（木）

新型インフルエンザへの対応について（１）報告

平成２１年度第１回中学生「東京駅伝」大会について（２）

平成２０年度たちかわ市民交流大学事業に係る評価意見
について（３）

立川市市民体育館条例の一部を改正する条例について（１）協議第２３回定例会
１２月１０日（木）

第一小学校建替え計画について（２）

教育委員会施策点検・評価（一次評価）について（３）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

平成２２年度学校教育の指針について（４）

人事構想（学校管理職）について（１）報告

新型インフルエンザへの対応について（２）

第３次スポーツ振興計画策定に係る進捗状況について（３）

第２次子ども読書活動推進計画策定に係る進捗状況に
ついて（４）

図書館基本計画策定に係る進捗状況について（５）

教育委員会委員長の選挙について（１）選挙第２４回定例会
１２月２４日（木）

委員長職務代理者の選任について（２）

第３次基本計画について（１）報告

教育センターについて（２）

平成２１年第４回立川市議会定例会報告について（３）

学校教育振興基本計画（仮称）について（４）

新型インフルエンザへの対応について（５）

第４次生涯学習推進計画策定に係る進捗状況について（６）

可決議案第１号　平成２２年度　学校教育の指針について（１）議案第１回定例会
１月１４日（木）

公共施設保全計画について（１）協議

平成２２年度　立川市教育委員会の学校訪問について（１）報告

新型インフルエンザへの対応について（２）

可決議案第２号　平成２２年度使用立川市立小中学校特別支
援学級教科用図書の採択について（追加）（１）議案第２回定例会

１月２９日（金）
教育委員会施策点検・評価について（１）報告

平成２１年度東京都教育委員会児童・生徒等表彰被表彰者
の決定について（２）

柴崎市民体育館雨漏り等各所工事に伴う臨時休館につ
いて（３）

可決議案第３号　平成２２年度立川市立学校校長候補者の内
申について（１）議案第３回定例会

２月１２日（金）
可決議案第４号　平成２２年度立川市立学校副校長候補者の

内申について（２）

可決議案第５号　立川市錦・幸図書館指定管理者の選定につ
いて（３）
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結果付　　　　　議　　　　　案　　　　　件会議名・月日

教育委員会施策点検・評価について（１）協議

立川市図書館条例の一部改正について（開館日・開館時
間等）（２）

可決議案第６号　教育委員会施策点検・評価報告書について（１）議案第４回定例会
２月２５日（木）

立川市立学校学校医、学校歯科医及び学校薬剤師公務災
害補償条例の一部を改正する条例について（１）協議

立川市第４次生涯学習推進計画（素案）について（２）

立川市第３次スポーツ振興計画（素案）について（３）

立川市図書館基本計画（素案）について（４）

立川市第２次子ども読書活動推進計画（素案）について（５）

平成２２年度予算案について（１）報告

教育委員会組織改正について（２）

立川市柴崎市民体育館指定管理者基本協定書等につい
て（３）

継続議案第７号　立川市教育委員会特別支援教育就学奨励
費支給規則の制定について（１）議案第５回定例会

３月１２日（金）
立川市第３次基本計画（素案）について（１）協議

新学校給食共同調理場整備運営事業について（１）報告

可決議案第８号　教育委員会職員の人事異動について（１）議案第６回定例会
３月２５日（木）

可決議案第９号　立川市教育委員会処務規則の一部を改正
する規則について（２）

可決議案第１０号　立川市教育委員会職員職名規程の一部を
改正する規程について（３）

可決議案第１１号　立川市校長契約事務専決規程の一部を改
正する規程について（４）

可決議案第１２号　立川市教育委員会特別支援教育就学奨励
費規則の制定について（５）

可決議案第１３号　立川市図書館条例施行規則の一部を改正
する規則について（６）

平成２２年第１回立川市議会定例会報告について（１）報告

立川市学校教育振興基本計画について（２）

校長等の他地区等への転出等について（３）

地域学習館運営協議会について（４）



（６）　教育委員会組織図
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� 

高 松 図 書 館 係  
若 葉 図 書 館 係  
主　　　　　　　査 

図　書　館 

清水　啓文 

上 砂 図 書 館 係  
西 砂 図 書 館 係  
多 摩 川 図 書 館 係  

サ ー ビ ス 第 一 係  
サ ー ビ ス 第 二 係  
調　査　資　料　係 
柴 崎 図 書 館 係  

泉 市 民 体 育 館 係  
主　　　　　　　査 

管　　　理　　　係 

幸　学　習　館　係 
文 　 化 　 財 　 係  

ス ポ ー ツ 振 興 係  
管　　　理　　　係 

砂 川 学 習 館 係  
西 砂 学 習 館 係  
高 松 学 習 館 係  
錦　学　習　館　係 

管　　　理　　　係 
生　涯　学　習　係 
市 民 交 流 大 学 係  
柴 崎 学 習 館 係  

第二共同調理場係 
新共同調理場準備係 

澤　利夫 近藤　忠信 
石井　雅隆 

学校給食課 
教　育　長 教　育　部 

教　　職　　員　　係 
教　育　相　談　係 

第一共同調理場係 
給　食　管　理　係 

並木　浩子 
（統括指導主事） 

堀田　直樹 
（指導主事３名） 
尾上　悦朗 
桐井　裕美 
堀田　智暁 

庶　　　務　　　係 
施　　　設　　　係 
学校建替等担当係 

教育総務課 

小林　健司 

管　　　理　　　係 
学　　　務　　　係 
保　　　健　　　係 

指　　　導　　　係 

学　務　課 

小林美佐子 

指　導　課 

ス ポ ー ツ  
振　興　課 

伊東　幸吉 

生　涯　学　習 
推進センター 

五十嵐敏行 
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（７）　事務分掌

事　　　務　　　分　　　掌係　　　名課　　名
教育委員会会議，公印の統括・管守，公告式，文書関係，規則・
訓令，情報公開，個人情報保護，秘書，渉外，儀式，表彰，重要
文書の審査，職員の任免その他人事，給与，研修・福利，予算編
成及び決算の統括，課の予算・決算・会計，教育の広報・広聴，
財産管理，教育施設の建設計画調整，委員会事務の総合調整・庁
中取締り，学校施設の利用，他の課・係に属しないこと

庶 務 係教育総務課

学校教育施設の建設計画，校地の設定・変更，営繕・保全施 設 係
立川市立第一小学校建替え，公立学校施設等防衛補助，公立学校
施設整備費補助，防音事業関連維持事業，公立学校の補助に係る
財産処分

学校建替等担当係

文書関係，課の予算・決算・会計，学校の会計，学校の物品管理
の統括，学校の契約事務の統括，教材・教具の整備，課内他の係
に属しないこと

管 理 係学 務 課

学校の設置・廃止，学級編成，就学・転学・通学その他学籍関
係，通学区域，児童・生徒の福利厚生，就学援助，就学・入級
の相談，特別支援教育の振興，障害のある児童及び生徒関係各
委員会，学事調査統計

学 務 係

学校の環境衛生，教職員・児童・生徒の保健衛生，学校医・学校
歯科医・学校薬剤師，児童・生徒の安全，独立行政法人日本スポー
ツ振興センターの災害共済給付，児童・生徒の災害保険

保 健 係

文書関係，課の予算・決算・会計，教育課程・教科内容の指導，
学校経営・学習指導・生活指導の指導助言，教科用図書の採択，
教職員の研修・指導，特別支援教育の指導助言，教育研究，課外
クラブ・科学センター，学校教育サポートセンター，課内他の係
に属しないこと

指 導 係指 導 課

教職員の人事，服務，給与・旅費・公務災害補償，福利厚生教 職 員 係
教育相談，生活指導相談，適応指導教室教 育 相 談 係
教育課程，学習指導，その他学校教育における専門的事項の指導指 導 主 事
公印の管守，文書関係，課の予算・決算・会計，学校給食に係る
企画及び調整，第一調理場及び第二調理場の給食費の経理，学校
給食運営審議会，中学校給食に係る企画・調整，献立，調理・配
送の指導，給食用材料の調達・管理，給食費の経理，課内他の係
に属しないこと

給 食 管 理 係学校給食課

第一調理場の管理運営，学校給食の指導・調査・調整の統括，衛
生・献立・調理・栄養指導，第一調理場の献立・調理・配送・給
食用材料の調達・管理

第一共同調理場係

第二調理場の管理運営・学校給食の衛生・献立・調理・栄養指導
の総括，学校給食の指導・調査・調整，第二調理場の献立・調理・
配送・給食用材料の調達・管理

第二共同調理場係

新学校給食共同調理場整備新共同調理場準備
文書関係，課の予算・決算・会計，学習館の管理運営の統括，生
涯学習推進審議会，生涯学習推進計画・事業の調整，社会教育関
係付属機関委員・専門委員の任免調整，社会教育施設の建設計
画，生涯学習情報システム，学習等供用施設の管理運営・維持
管理，林間施設の管理運営，センター内他の係に属しないこと

管 理 係生涯学習推
進センター

生涯学習の奨励・援助・調査・研究，社会教育委員，社会教育団
体の登録・育成，社会教育の講座・教室等の実施，家庭教育の支
援・奨励，学習館の講座・事業の統括，生涯学習情報の収集・提
供・相談，市民文化祭の実施

生 涯 学 習 係
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事　　　務　　　分　　　掌係　　　名課　　名
市民交流大学の運営・付属機関・講座・教室等の実施市 民 交 流 大 学 係生涯学習推

進センター 各学習館の管理運営，施設・設備・物品の維持管理および使用，
企画・調整，関係団体の連絡，講座・教室・事業等の企画運営・
市民参画組織の支援，生涯学習情報の提供・学習相談，視聴覚関
係事業の実施・ライブラリーの管理運営

柴 崎 学 習 館 係
砂 川 学 習 館 係
西 砂 学 習 館 係
高 松 学 習 館 係
錦 学 習 館 係
幸 学 習 館 係

文化財の保護，調査・研究・資料収集，保護思想の普及，文化財
保護審議会，文化財保護調査員，歴史民俗資料館・川越道緑地古
民家園の管理運営

文 化 財 係

公印の管守，文書関係，課の予算・決算・会計，社会体育施設の
管理運営・建設計画，都市公園の管理運営，課内他の係に属しな
いこと

管 理 係ス ポ ー ツ
振 興 課

体育指導委員，社会体育の奨励・援助・調査・研究・資料の収
集，社会体育指導者の研修，社会体育のための学校施設の利用，
スポーツ振興審議会

ス ポ ー ツ 振 興 係

各体育館の管理運営，当該活動の企画・調整，施設・設備・物品
の維持管理および使用

泉 市 民 体 育 館 係

指定管理者の導入等に係る特定事項主 査
公印の管守，文書関係，図書館の予算・決算・会計，中央図書館
の施設・設備・物品の維持管理，女性総合センター施設の維持管
理，図書館協議会，図書館運営の企画・調査・研究，電子計算処
理・組織の維持管理，事業の広報，図書館内他の係に属しないこ
と

管 理 係図 書 館

図書館資料・外国語資料・視聴覚資料・青少年のための資料の収集・
整理・保存・利用，資料の閲覧・貸出，図書館活動の企画・調
整，読書案内・相談，利用者援助，読書会・講演会等の開催・奨
励，利用団体，関係機関の連絡

サ ー ビ ス 第 一 係

児童資料の収集・整理・保存・利用，資料の閲覧・貸出，図書館
活動の企画，読書案内・相談，利用者援助，障害者の利用の援
助，図書館活動に係るボランティアの育成援助，読書会・講演会
等の開催・奨励，利用団体

サ ー ビ ス 第 二 係

参考調査資料・郷土資料・行政資料等の収集・整理・保存・利
用，資料の閲覧・貸出，図書館活動の企画，調査研究の援助・情
報提供，読書会・講演会等の開催・奨励

調 査 資 料 係

各図書館の施設・設備・物品の維持管理，図書館資料・視聴覚資
料・郷土資料・行政資料等の収集・整理・保存・利用，資料の閲
覧・貸出，図書館活動の企画，読書案内・相談，利用者援助，読
書会・講演会等の開催・奨励，利用団体

柴 崎 図 書 館 係
上 砂 図 書 館 係
西 砂 図 書 館 係
多 摩 川 図 書 館 係
高 松 図 書 館 係
若 葉 図 書 館 係

指定管理者及び自動貸出機の導入等に係る特定事項主 査
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（８）　教育委員会職員数

（平成２２年７月１日現在）
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備
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用
務

一
般
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務

調

理

機
械
整
備

ボ
イ
ラ
ー

栄

養

士

社
会
教
育

一
般
事
務

係

長

課

長

部

長

職　名

所　属

１１１教 育 委 員 会
１６２１４９４１教 育 総 務 課

教　
　
　
　
　

育　
　
　
　
　

部

４４３１庶 務 係
５１４３１施 設 係
２１１１学校立替等担当係長
１３１１２８３１学 務 課
４４３１管 理 係
６１５４１学 務 係
２２１１保 健 係
２２１０１２７３２指 導 課
５５４１指 導 係
４４３１教 職 員 係
１１１０１１教 育 相 談 係
５６１７３３６１２１４５４１学 校 給 食 課
１２２３７２４１給 食 管 理 係
２１８１３１１１１第一共同調理場係
２０７１３１１０１１第二共同調理場係
２２１１新共同調理場準備係
４４１２３２４１７１０１生涯学習推進センター
５１４３１管 理 係
４４３１生 涯 学 習 係
４４３１市 民 交 流 大 学 係
６２４１２１柴 崎 学 習 館 係
４１３１１１砂 川 学 習 館 係
３１２１１西 砂 学 習 館 係
３１２１１高 松 学 習 館 係
３１２１１錦 学 習 館 係
４２２１１幸 学 習 館 係
７３４３１文 化 財 係
１５２１３１７４１ス ポ ー ツ 振 興 課
６２４１２１管 理 係
４４３１ス ポ ー ツ 振 興 係
３３２１泉 市 民 体 育 館 係
１１１主 査
７２２１５１３９１１１図 書 館
４４３１管 理 係
２２９１３１２１サ ー ビ ス 第 一 係
８８７１サ ー ビ ス 第 二 係
６６５１調 査 資 料 係
３１２１１柴 崎 図 書 館 係
６２４３１上 砂 図 書 館 係
６３３２１西 砂 図 書 館 係
５２３２１多 摩 川 図 書 館 係
５２３２１高 松 図 書 館 係
５２３２１若 葉 図 書 館 係
１５２６５２０６７２９３０８小 ・ 中 学 校
３９２１３０２３２３９０１３４５１００１２６３２９３９９１計



２．教育予算
　

（１）　平成２２年度予算のあらまし

　立川市の平成２２年度一般会計予算額（歳出）の総額は、６４３億５,０００万円で、前年度当初予算に

比べ、１１億４,５００万円減（マイナス１．７％）となっています。このうち教育予算額は６９億２１４２万１

千円で、前年度当初予算に比べ、５億７９５０万２千円の減。一般会計に占める教育予算額の割合は、

前年度から０.７％減の１０.８％となっています。

①平成２２年度一般会計予算額（歳出）に占める教育予算額の割合　　　　　　　　（単位　千円）

②平成２２年度教育予算額（歳出）の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）
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労働費 132,687　0.2%
農林費 115,974　0.2%
商工費 382,490　0.6%
予備費   30,000　0.05%

議会費 
442,638　0.7%

12.2%

10.8%

7.9%

3.4%

9.6%

7.3%

47.0%

総務費 
7,881,389

民生費 
30,275,845

教育費 
6,921,421

公債費 
5,086,073

消防費 
2,164,329

衛生費 
4,716,674

一般会計歳出 
64,350,000土木費 

6,200,480

10.9%

教育総務費 
751,430

23.1%

小学校費 
1,599,087

14.1%

中学校費 
977,97223.8%

社会教育費 
1,645,914

23.6%

保健体育費 
1,635,030

4.5%

幼稚園費 
311,988

教育費 
6,921,421
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③平成２１年度教育予算額（歳出）の対前年度比較 　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

前年度比
Ｃ／Ｂ（％）

増減額　Ｃ
（Ａ－Ｂ）

２１年度当初
予算額　Ｂ

２２年度当初
予算額　Ａ

予算科目

－７.７％△ ５７９,５０２７,５００,９２３６,９２１,４２１教　　　育　　　費

８.０％５５,４０６６９６,０２４７５１,４３０教 育 総 務 費

７.９％３７,１６７４６８,２２６５０５,３９３教 育 委 員 会 費

８.０％１８,２３９２２７,７９８２４６,０３７教 育 指 導 費

－２７.６％△ ６１０,５５２２,２０９,６３９１,５９９,０８７小　 学　 校　 費

－０.４％△ ５,０５９１,１６３,８２８１,１５８,７６９学 校 管 理 費

－３.２％△ ８,１４９２５６,２８６２４８,１３７教 育 振 興 費

－１.５％△ １,６３３１０８,４８１１０６,８４８学校保健体育費

－８７.５％△ ５９５,７１１６８１,０４４８５,３３３学校建設整備費

－２１.３％△ ２６４,１５３１,２４２,１２５９７７,９７２中　 学　 校　 費

－１.７％△ ６,５７１３８０,８７９３７４,３０８学 校 管 理 費

３.８％８,１８２２１５,５６４２２３,７４６教 育 振 興 費

－２.０％△ ３,５４２１７９,６１７１７６,０７５学校保健体育費

－５６.３％△ ２６２,２２２４６６,０６５２０３,８４３学校建設整備費

－８.３％△ １４８,１０１１,７９４,０１５１,６４５,９１４社 会 教 育 費

－９.３％△ ９０,１９９９７２,８４８８８２,６４９社会教育総務費

０.６％１,０５８１８２,１０４１８３,１６２生涯学習振興費

－８.２％△ ２,１２９２６,００４２３,８７５文 化 財 保 護 費

０.５％４２２７７,８６９７８,２９１学習等供用施設費

－１０.７％△ ５７,２５３５３５,１９０４７７,９３７図 書 館 費

２９.１％３６８,９０２１,２６６,１２８１,６３５,０３０保 健 体 育 費

５６.３％３６９,５３０６５６,７２８１,０２６,２５８保健体育総務費

－０.５％△ １,４４６２８９,３１５２８７,８６９体 育 館 費

－２.４％△ ３,７４１１５５,４７４１５１,７３３体 育 施 設 費

２.８％４,５５９１６４,６１１１６９,１７０共同調理場運営費

６.５％１８,９９６２９２,９９２３１１,９８８幼 稚 園 費

６.５％１８,９９６２９２,９９２３１１,９８８幼 稚 園 費

④教育予算額（歳出）の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位　千円）

２２年度予算２１年度予算２０年度予算１９年度予算１８年度予算区　　　分

６４,３５０,０００ ６５,４９５,０００ ６２,７９６,０００ ５９,２０３,０００ ５７,６１９,０００ 市　一　般　会　計

６,９２１,４２１ ７,５００,９２３ ８,２０１,００４ ７,８５３,３１５ ７,９４６,０５２ 教　　　育　　　費

７５１,４３０ ６９６,０２４ ６８４,３２６ ６４３,０２２ ５５８,１６０ 教 育 総 務 費

１,５９９,０８７ ２,２０９,６３９ ２,２１５,９０８ ２,３１９,１２２ ２,４１９,２９５ 小 学 校 費

９７７,９７２ １,２４２,１２５ １,６７９,４４３ １,１５２,４００ １,１８０,０５８ 中 学 校 費

１,６４５,９１４ １,７９４,０１５ １,９２４,２８５ ２,０９３,７８８ ２,１９２,０５５ 社 会 教 育 費

１,６３５,０３０ １,２６６,１２８ １,４０３,７７０ １,３７１,９４９ １,３２５,７０７ 保 健 体 育 費

３１１,９８８ ２９２,９９２ ２９３,２７２ ２７３,０３４ ２７０,７７７ 幼 稚 園 費

△ １.７△ ８.５４.４△ ０.５△ ０.７教育費の対前年度比（％）

１０.８１１.５１３.１１３.３１３.８教育費の対市一般会計比（％）
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（２）　平成２２年度主要な施策
　

◆市民交流大学運営事業

………… ６，９６３千円

　市民参加で進める事業を含め庁内各課が実

施する講座事業を集約し、市民交流大学の市

民参加組織である市民推進委員会が実施する

市民企画事業と、一般団体・サークルが実施

する団体企画型事業、行政がこれまでどおり

実施する行政企画事業の３つの柱により、講

座事業を展開していく。また、女性総合セン

ター１階に市民交流大学の事務所を設置して

充実を図る。

◆生涯学習活動推進事業

………… １８，９７１千円

　生涯学習情報コーナーを中心に、講座など

の開催内容情報、団体・サークル活動情報、

指導者等の人材情報、施設情報などの提供・

紹介・案内などを行い、相談に応える。情報

提供は、施設予約システムと講座情報システ

ムによる施設利用や講座受講の利便性の向上

を図る。またホームページなどによる人材や

サークル情報の提供も引続き実施する。

◆八ヶ岳山荘管理運営

………… ５９，０６６千円

　小中学校の校外教育施設、青少年団体の自

然体験施設、市民等の保養施設としての管理

及び運営を行う。

◆学力向上事務

………… ４４，８５３千円

　新学習指導要領実施に伴う算数の時間数増

に対応するため、都費加配教員の不足分を市

費で対応する算数少人数指導員を配置する。

同じく実施に伴う小学校外国語活動充実のた

め、ＡＬＴの増配置をする。また小学校５・

６年生の理科の授業へ都費による理科支援員

を配置し、充実と学習意欲の向上を図る。

◆教育事業事務

………… １３６，１９４千円

　児童・生徒や教員を含めた学校全体を支援

するために、様々な臨時職員を配置して多様

なニーズに対応する。各学校では校内研究や

指定研究、総合的な学習の時間等の特色ある

学校づくりを自主的に創意工夫する。

◆食教育支援指導事業

………… ２，０９２千円

　生きた教材である給食を通し、学校栄養士

が学級担任や教科担任と連携し、小中学校に

おいてチームティーチング形式で食に関する

授業を実施する。

◆新学校給食共同調理場整備運営事業

………… ２２，９８３千円

　老朽化対策と運営の効率化を図るため、現

在の２つの学校給食共同調理場を統合し、民

間の技術や知識を活用するＰＦＩ（プライ

ベート・ファイナンス・イニシアティブ）手

法により新共同調理場を整備運営する。

◆適応指導教室事業

………… ７，５５０千円

柏小学校内に小学生、旧多摩川小学校内に中

学生の適応指導教室を置き、不登校またはそ

の傾向にある児童・生徒に対し通級による指

導を行う。

◆ハートフルフレンド

………… ７，４２１千円

　市内２９校の小・中学校に心理学専攻の大学

院生等をハートフルフレンドとして派遣し、

不登校傾向の児童・生徒の相談相手となるこ

とにより、不登校を未然に防止する。

◆特別支援教育の推進

………… ２４，３４２千円

　全小中学校に特別支援教育支援員（派遣日
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数は月１３日、１日６時間）を配置し、それぞ

れの学校のニーズに合わせ、校長や特別支援

教育コーディネーター、担任教諭の指示の下

に、学習支援や安全確保など学習活動上の支

援を行う。

◆小中学校運営

………… ９２，３４０千円

　学校の運営に必要な物品等の購入や、必要

経費の支払い等を行う。平成２２年度は、机、

椅子の買換えを進める。

◆小中学校施設営繕

………… ９８，１８９千円

　学校施設として不備な箇所を学校関係者よ

り聴取するなどして、施工条件を調整し適切

な工事を行う。また、緊急性かつ学校運営に

多大な影響を及ぼす破損箇所等については、

優先的にかつ迅速に対応する。

◆小学校普通教育振興

………… １３２，１０５千円

　小学校の新学習指導要領に対応、または普

通教育に必要な消耗品や備品の購入、物品の

修繕を行う。小学校学校図書館システムを９

校に導入し、貸出しや蔵書管理業務などを円

滑に行うとともに、利用状況を把握すること

により、児童が利用したい蔵書構成を維持す

る。図書の購入や買換えをすることにより学

校図書館を整備する。

◆中学校普通教育振興

………… １１１，４８７千円

　中学校の新学習指導要領に対応、または普

通教育に必要な消耗品や備品の購入、物品の

修繕を行う。図書の購入や買換えをすること

により学校図書館を整備する。部活動などで

使用する楽器の購入を行う。

◆小学校施設改修事業

………… ７５，２２３千円

　第三小学校、第五小学校、西砂小学校、大

山小学校、柏小学校及び新生小学校の水飲栓

直結給水化工事を実施するほか、教室増に伴

い扇風機を設置する。また、既存埋設ガス管

の老朽化に伴い南砂小学校の埋設ガス管を改

修する。

◆中学校施設改修事業

………… １５４，２２０千円

　第七中学校冷暖房改修工事や第三中学校校

庭周辺工作物改修工事、家庭科室ホワイト

ボード改修工事、教室増による扇風機の取付

けを施工する。

◆第一小学校建替事業

………… ９，７５０千円

　平成２０年度に立川市立学校等建替等調査検

討委員会の中間報告にて第一小学校建替えの

具体的な方針が示され、２１年度は建替マス

タープランについて、市民及び関係者で構成

する協議会により検討がなされた。２２年度は

これらを踏まえて、敷地測量、基本設計を行

う。

◆中学校校舎耐震補強事業

………… ４９，３７３千円

　「立川市立小中学校校舎耐震化推進計画」

に基づき、第七中学校（２期）の校舎耐震補

強工事を実施する。

◆教育委員会運営

………… ７，４２６千円

　教育委員会定例会を毎月２回、また必要に

応じて臨時会を開催し、学校教育及び社会教

育の基本方針や重要事項を審議する。立川版

「学校教育振興基本計画（仮称）」を策定する。
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◆障害者対象事業

………… ２，２３４千円

　事業開設当初から携わっている常任講師と

毎回１０数名のボランティアの援助を得ながら、

毎月第２・第４日曜日に各種レクリエーショ

ン、工作、調理実習、バスハイク、宿泊研修

等を実施する。

◆高齢者対象事業

………… ４，１９０千円

　地域学習館や学習等供用施設９会場で、月

３～４回寿教室を開催し、健康体操、コーラ

ス、学習会などを実施する。教室によっては、

総合コースのほかに、折り紙や気功などの選

択コースを設けている。９教室合同で、芸能

フェスティバル、レクリエーション大会を隔

年で実施する。

◆成人対象事業

………… ３，６６１千円

　市内の６地域学習館を中心に、現代的課題

をテーマとする社会変化に対応する事業（環

境問題、多文化共生、情報化、家庭教育など）、

地域社会づくりのための事業（地域活性化講

座）を基本に各種講座を実施する。

◆子ども対象事業

………… ６７４千円

　環境教育・自然体験、職業体験、ものづく

り体験、大学の研究室と連携した科学教室、

映画・人形劇鑑賞事業等を実施する。

◆地域学習館まつり事業

………… ３９４千円

　６地域学習館がそれぞれ時期をずらして開

催。内容は、絵画や陶芸などの作品展示、コー

ラスや楽器演奏、ダンスなどの音楽会、サー

クルの体験教室・公開教室などを組み合わせ

て構成されている。

◆視聴覚事業

………… １，００１千円

　柴崎、幸、西砂の３館で定例映画会を実施

し、良質な映画鑑賞機会を提供している。視

聴覚教育の振興を目的に１６ミリ発声映写機操

作講習会を開催するとともに、フィルム等の

機材を貸出し、地域の各団体の視聴覚教育を

支援する。

◆平和・人権学習事業

………… ５７２千円

　映画会、写真展、講座、講演、コンサート

など様々な形態で戦争と平和を考える機会、

人権について考える機会を提供する。また、

１２月の人権週間を中心に人権啓発事業を実施

する。

◆催物事業

………… １，５８５千円

　成人対象にクラシック、ラテン、ロックな

どさまざまなジャンルのコンサートを開催す

るとともに、子ども対象に、クリスマスや春

休みに、映画会、おはなし会、人形劇などの

催しを行う。

◆地域学習館事務

………… ６，５５６千円

　市民の多様な学習等の場として、会議室等

の貸出などの業務を行う。また平成２２年度は

各館に学識経験者や地域の市民等で構成され

る地域学習館運営協議会を設置し、地域の意

見、課題を基に学習館の運営を行う。

◆学習等供用施設管理運営

………… ７８，２９１千円

　平成１８年度より指定管理者制度を導入。地

域住民で組織する各会館管理運営委員会（全

１１館）の自主的な運営により「会館貸出業務・

会館まつりの開催・広報紙の発行等の広報活

動・学習会開催」など、地域コミュニティ事
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業を実施している。

◆図書館協議会事務

………… ４３２千円

　図書館の運営に関して図書館長の求めに応

じて協議を行う。平成２２年度は第１７期図書館

協議会が発足し、視聴覚資料のあり方につい

て検討する。

◆図書館事業管理運営

………… ２５１，７９６千円

　利用者の求める資料の提供と調査・研究へ

の援助、読書に対する場を提供する。平成２２

年度より幸・錦図書館での指定管理者制度の

試行を行う。また、図書の購入を充実させる

ことにより利用者の貸出用図書等へのリクエ

ストに応える。

◆障害者サービス事業

………… ３，４２２千円

　利用者の問い合わせや相談に応じて、求め

られる資料を作成・整理し、必要に応じて相

互貸借による貸出しをする。さらに、利用者

からも要望が多い、音訳者等のボランティア

を養成する。

◆図書館維持管理

………… ３３，５１７千円

　上砂・多摩川・若葉図書館を利用する個人

及び団体へ読書・調査にかかわる場所の提供

を行い、利用者が求める資料の提供と調査研

究を支援する。また、施設の適正な維持管理

により、利用しやすい環境をつくる。

◆中央図書館等管理運営

………… １８７，５８４千円

　中央図書館と女性総合センター利用者への

施設管理を行う。

◆子どもの読書活動の推進

………… １，１８６千円

　市民ボランティアの養成、市民への啓発活

動を進めるために、ボランティア養成講座お

よび関係者研修を実施する。また、学校での

読書活動の取組みを支援するため、団体貸出

用図書の充実を図る。

◆第６８回国民体育大会推進事業

………… １６，５４７千円

　平成２４年度のリハーサル大会、２５年度の本

大会に向け、市民・事業者等と協働で取り組

む。２２年度は、庁内の検討組織で諸計画を立

案し、実行委員会を設置して検討する。

◆スポーツ普及奨励活動事業

………… ２，１９２千円

　スポーツ教室を地域の体育会に委託し、普

段体を動かすことの少ない市民を対象に、健

康づくりを目的とした教室の開催など市民が

気軽に参加できる機会を提供する。また、無

理のない、怪我のないスポーツを行えるよう

に指導する。

◆競技会等の開催・派遣事業

………… １８，５８４千円

　中央大会と地区毎に実施される地区大会に

より構成される市民体育大会を実施する。ま

た、おおむね５０歳以上を対象とした、中高年

のスポーツ振興の場としてスポレクフェスタ

や、小学生クラブ間の交流を深め、日ごろの

練習成果の発表の場として小学生スポーツ交

流大会を開催し、あわせて健康・体力の増進

を図る。

◆国民体育大会関連施設等整備事業

………… ４０６，３６７千円

　第６８回国民体育大会が開催可能な施設にす

るために立川公園野球場改修工事（軟式野球

会場）、泉市民体育館改修工事実施計画（バス
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ケットボール、バレーボール会場）を行う。

◆各種スポーツ関連教室の開催

………… ２，４０１千円

　幅広い年齢層のスポーツニーズに即し、取

り組みやすい教室（テニス、太極拳、水泳、

ヨガ等）を実施し、広く市民にスポーツの機

会を提供する。

◆泉市民体育館管理運営

………… １４０，４４２千円

　平成２２年度は、体育室では個人利用（月平

均９日間）・自主事業（ストレッチ教室）・団

体貸出（卓球・バドミントン・ミニテニス・

バスケット・ダンス等）、水泳場では個人遊泳・

団体貸出（水泳教室）・自主事業（アクアエク

ササイズ・水中ウォーキング）、トレーニング

室では個人トレーニング・ストレッチ教室等

を行う。

◆柴崎市民体育館管理運営

………… １４５，０２６千円

　平成２２年度から管理運営を指定管理者に移

行することにより、開館時間や開館日の増に

加え、スポーツ医科学的な事業や様々な教室

等の運営を行うことにより市民の健康づくり

や生きがいづくりに寄与する。

◆屋外体育施設管理運営

………… ９２，６６７千円

　施設の開閉、料金収納、雨天時の中止連絡

などの利用者へのサービスをシルバー人材セ

ンターや、ＮＰＯ法人に委託するなど、屋外

体育施設の管理運営の充実を図り、利用者が

安全で快適なスポーツを楽しむ環境の整備を

行う。

◆学校開放事業

………… １８，６２７千円

　地域に身近な校庭・体育館を地域に開放し、

スポーツ団体、幼児、児童が定期的に活動で

きる場を提供する。スポーツ振興課では団体

の新規登録や変更及び運動器具、照明設備等

の維持管理を行い、委託先である学校管理人

が日常の受付業務を行う。

◆文化財保護事業

………… ２，５１１千円

　重要な文化財については、指定文化財に指

定し一定の制限を加えることにより保護を図

る。また個人や団体が指定文化財を所有して

いる場合には、負担を軽減するため維持費等

の一部を助成する。埋蔵文化財確認調査等の

結果、保護すべき文化財が発見された場合、

その土地で開発行為を実施する事業者等に対

して費用負担を求め、発掘調査により文化財

の記録保存を行う。

◆歴史・民俗普及活動事業

………… ４，３８１千円

　立川市にゆかりのある歴史、民俗、自然等

の資料を収集し、整理、調査、研究を行う。

収集資料は、企画展や体験学習を開催するこ

とにより、来館者や参加者に紹介する。また、

調査の成果は史料集や報告書として刊行する。

平成２２年度は江戸末期の立川の様子が記され

た「公私日記」改訂版第１集を刊行する。


